
国立国会図書館東日本大震災
アーカイブ（ひなぎく）の概要

ひなぎく
国立国会図書館
東日本大震災アーカイブ

震災に関するあらゆる記録・教訓を、次の世代へ

震災に関する記録等を 一元的に検索・閲覧・活用 できるポータルサイト

長期保存 と 活用 の 発展的サイクル

1 コンテンツ利用

利用者がひなぎくを利用し、
コンテンツにアクセスする

2記録等の作成

新たな災害の記録や、
利用をもとにした新たな記録・
研究成果等が生まれる

3成果物の登録

連携機関の
アーカイブに登録される

国全体として、
分散して収集・保存

POINT

4 ひなぎくに連携

連携機関を通じてひなぎくでも
収集・保存・公開される

記録等の散逸防止

機関や地域を超えた
記録等の共有

ひなぎく

国立国会図書館東日本大震災アーカイブ構築プロジェクト について

東日本大震災復興構想会議による 「 復興構想7原
則」 を受けて政府が決定した 「 東日本大震災から
の復興の基本方針」 では、 地震・ 津波災害、 原子
力災害の記録・ 教訓の収集・ 保存・ 公開体制の整
備を図り 、 誰もがアクセス可能で一元的に活用で
きる仕組みを構築するものとされました 。 これを
踏まえ、 国立国会図書館と総務省は、 分担してひ
なぎくを構築し 、 平成25年3月7日に公開しまし
た。 平成25年度からは国立国会図書館が単独で運
営しています 。

ひなぎくの構築経緯

1. 国内外に分散する東日本大震災の記録等を、
国全体として収集・保存・提供すること

2. 関係する官民の機関が、それぞれの強みを活
かし分担・連携・協力し、全体として国の震
災アーカイブとして機能すること

3. 東日本大震災の記録等を国内外に発信すると
ともに後世に永続的に伝え、被災地の復興事
業、今後の防災・減災対策、学術研究、教育
等への活用に資すること

（「国立国会図書館東日本大震災アーカイブ構
築プロジェクトの基本的な方針」より）

基本理念

i



ひなぎくの機能 ～リニューアルで活用しやす
い機能が充実！～

ひなぎくの機能 ～リニューアルで活用しやすい機能が充実！～

横断検索

キーワードを入力して、写真・動画・文書などをまとめて検索

画像AI検索
画像のイメージを単語や文章として
入力することで、そのキーワードに
合った特徴を持つ画像を検索

検索キーワードを入力

ひなぎくに登録された画像や手持ちの画像からも検索可！

・ 「横倒しになった船」

屋外_被害_産業
作成者：三沢市漁業協同組合、
出典：青森震災アーカイブ（承継）

・ 「掲示板のメッセージ」

20110315_浦安市_屋内_行政_
復旧期(2011,2012)_支援
作成者： 浦安市広聴広報課、
出典：浦安震災アーカイブ（承継）

検索で見つけた画像の
類似画像も探せる！

その他の機能

地図検索

ギャラリー テーマ別検索

パソコンからでも、

スマホからでも！

https://kn.ndl.go.jp

アクセスはこちら

収録コンテンツ についてi

国立国会図書館

国、自治体

報道機関

個人企業

NPO、ボランティア団体

作成者・保有者

大学、学会、研究機関図書館、博物館、文書館

出版物・刊行物
報告書・記録
広報物

など

文書画像

動画

ウェブサイト

音声

コンテンツ の形式

令和8年10月作成
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